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「授業力評価スタンダード（音楽科）」

観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

Ａ．授業構想力

１．学習者の

把握

１）学習者の クラス全体の子どもたちの学 子どもたち一人ひとりの学習 子どもたちの学習生活環境

実態把握 習状況を把握し、学習課題を 状況を学習の記録に関わる客 や学力の習得状況に基づい

明確にすることができる。 観的な情報に基づいて的確に て、子どもたち一人ひとり

把握し、学習課題を明確にす の学習状況を論理的に把握

ることができる。 し、的確な学習課題を明確

にすることができる。

２）学習への構 子どもたちが既に習得してい 子どもたちと教師によって展 望ましい学習環境を維持し

え・ルールづ る学習規律を理解し、これに 開されるコミュニケーション ていくために、子どもたち

くり 基づいて指導を展開すること を実現させるために必要とさ と相互にかかわり合いなが

ができる。 れる学習規律を、子どもたち ら、協同的に学習規律を工

が納得できる方法で設定し、 夫し、子どもたちが主体的

子どもたち一人ひとりの個性 に学習規律を守り、修正し

に基づいて活用することがで ていくことができるような

きる。 学びの共同体を育てていく

ことができる。

２．目標の分類 子どもたちの学習状況をふま 学習指導要領や特定のカリキ 学習指導要領や特定のカリ

と設定 えながら、音楽に対する関心 ュラムと子どもたちの学習状 キュラムをふまえると同時

・意欲・態度と音楽の構造の 況をふまえながら教材を吟味 に、障害等を含む多様な子

知覚、音楽の美しさの感受、 し、音楽に対する関心・意欲 どもたちの学習状況や生活

演奏や聴取の技能という観点 ・態度と音楽の構造の知覚、 状況をふまえながら教材を

から、学習目標を設定するこ 音楽の美しさの感受、演奏と 吟味し、音楽に対する関心

とができる。 聴取の技能という観点から目 ・意欲・態度と音楽の構造

標を分類し、学習評価の規準 の知覚、音楽の美しさの感

と基準を設定することができ 受、演奏と聴取の技能とい

る。 う観点から目標を分類し、

学習評価の規準や基準を設

定することができる。

３．授業構成

１）教育内容 学習指導要領や特定のカリキ 学習指導要領や特定のカリキ 学習指導要領や特定のカリ

の構成 ュラムと子どもたちの学習状 ュラムと子どもたちの学習状 キュラムと子どもたちの学

況をふまえながら、子どもた 況をふまえながら、子どもた 習状況をふまえると同時に、

ちが教材を通して学ぶ内容を ちが教材を通して学ぶ内容を 学校目標や学年目標をふま

明確に把握することができ 学習の深まりと広がりという えながら、子どもたちが教

る。 観点から位置づけることがで 材を通して学ぶ内容を学習

きる。 の深まりと広がりという観

点から構成することができ

る。

２）教材の選択 設定された目標と学習課題に 設定された目標と学習課題に 設定された目標と学習課題

・構成 基づいて、子どもたちの学習 基づいて、子どもたちの学習 に基づいて、子どもたちの

に適した教材を吟味し、選択 に適した教材を吟味し、主教 学習に適した教材を吟味し、

・構成することができる。 材と副教材という観点で教材 題材の中で子どもたちの探

を関係づけ、構成することが 究活動が有効に展開される

できる。 ように教材を編成すること

ができる。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

３）授業過程の 音楽のゲシュタルト性をふま 音楽のゲシュタルト性をふま 題材レベルで子どもたちの

組織 えながら、学習活動が音楽の えると同時に、音楽の知覚と 学習活動が連続的に発展す

全体的な把握から、分析的な 感受という観点から学習活動 るような学習過程の組織化

探究、全体像のとらえ直し、 を組織化し、子どもたちの学 と教材の構造的編成を授業

という流れで授業過程を組織 習状況に適した指導行為を組 過程に具体化することがで

化することができる。 織化することができる。 きる。

４）学習法・学 学習課題に適した遊び活動や 子どもたちの課題意識が活性 題材レベルで歌唱、器楽、

習形態の選択 探究活動を選択し、子どもたち 化されていくように遊び活動や 創作、鑑賞等の多様な学習活

・構成 の学習状況と教材の特性にふさ 探究活動を選択し、協同的な探 動を組み込み、課題追求が活

わしい学習形態を組織化するこ 究活動が展開されるような学習 性化されるような個別学習や

とができる。 形態を適切に組み合わせること グループ学習、一斉学習を適

ができる。 切に組み合わせ、組織化する

ことができる。

４．単元計画

（授業計画）

１）単元（授業） 前時の授業と次時の授業で扱 子どもたちの学習状況と教材 子どもたちの学習状況と学

計画の作成 われる学習課題の関連に基づ の特性をふまえながら、課題 習課題に基づいて題材設定

いて、児童観や教材観、指導 意識の活性化を促す学習指導 の理由を明らかにし、ここ

観を明確にし、授業計画を成 計画を成文化することができ で必要とされる学習活動や

文化することができる。 る。 教材の意義を論理的に記述

することができる。

２）学習指導案 実習指導教員の指導に基づい 自分で把握することができた 題材レベルでの目標に基づ

の作成 て学習目標を成文化し、具体 子ども観と教材観、指導観に いて、個々の授業目標の達

的な学習指導過程と評価の手 基づいて学習目標を成文化し、 成を目指した子どもたちの

だてを的確に記述することが 具体的な学習指導過程と評価 学習活動と教師の支援を具

できる の手だてを的確に記述するこ 体的に記述することができ

とができる。 る。

３）学習評価計 授業過程における個々の場面 観察法、実技試験法、質問紙 子どもたち自身の学習の振

画の作成 で、指導構想に関連した評価 法等の手だてを活用しながら、り返りと教師の指導行為の反

の観点を明確に記述すること 学習指導場面に適した評価の 省的な考察のために活用でき

ができる。 内容と方法を記述することが る評価シートや録音・録画等

できる。 の情報提供を活用し、子ども

たちの学習活動を活性させる

と同時に、査定のための資料

を蓄積することができる。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

Ｂ．授業展開力（授業構想力をふまえながら、授業実践の場で臨機に発揮される能力群）

１．パフォーマ

ンス

１）音楽的パフ

ォーマンス

①範唱 教材となり得る歌唱曲にふさ 子どもたちの学習課題に適し 子どもたちの学習課題に適

わしい拍節法とディクション た範唱を工夫し、これによって した範唱を工夫し、これに

（歌詞の発音法）に基づいて、子どもたちの探究活動を促すこ よって子どもたちの探究活

歌唱教材を範唱することがで とができる。 動を促すことができると同

きる。 時に、その吟味の方法と実

際のスキルを他者に指導す

ることができる。

②範奏 教材となり得る楽曲にふさわ 子どもたちの学習課題に適し 子どもたちの学習課題に適

しい拍節法に基づいて、範奏 た範奏を工夫し、これによっ した範奏を工夫し、これに

することができる。 て子どもたちの探究活動を促 よって子どもたちの探究活

すことができる。 動を促すことができると同

時に、その吟味の方法と実

際のスキルを他者に指導す

ることができる。

③伴奏 子どもたちの学習にふさわし 子どもたちの学習課題に適し 子どもたちの学習課題に適

い伴奏を選択、あるいは編曲 た伴奏を工夫し、これによっ した伴奏を工夫し、これに

し、楽曲全体の曲想にふさわ て子どもたちの探究活動を促 よって子どもたちの探究活

しい伴奏をすることができ すことができる。 動を促すことができると同

る。 時に、その吟味の方法と実

際のスキルを他者に指導す

ることができる。

④身体表現 子どもたちと音楽を分かち合 子どもたちの学習課題に適し 子どもたちの学習課題に適

や指揮 うことが可能な身体表現や指 た身体表現や指揮を工夫し、 した身体表現や指揮を工夫

揮を工夫し、適切に演じるこ これらによって子どもたちの し、これらによって子ども

とができる。 探究活動を促すことができる。 たちの探究活動を促すこと

ができると同時に、その吟

味の方法と実際のスキルを

他者に指導することができ

る。

⑤アインザ 子どもたちがスムーズに演奏 子どもたちの学習課題に適し 子どもたちの学習課題に適

ッツ（合 することができるようなアイ たアインザッツ（合図）を工 したアインザッツ（合図）

図） ンザッツ（合図）を演じるこ 夫し、これによって子どもた を工夫し、これによって子

とができる。 ちの探究活動をスムーズに促 どもたちの探究活動をスム

すことができる。 ーズに促すことができると

同時に、その吟味の方法と

実際のスキルを他者に指導

することができる。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

２）言語的パフ

ォーマンス

①基礎的な 子どもたちが聴き取ることが 子どもたちの学習の活性化を 子どもたちの学習の活性化

発話、演 できるような発話を演じるこ 意図した明瞭な発音、スピー を意図した明瞭な発音、ス

技性（発 とができる。 ド、ボリューム、間（沈黙） ピード、ボリューム、間（沈

音、スピ 等が適切に演じられている。 黙）等が適切に演じられて

ード、ボ いると同時に、このような

リューム、 工夫を他者に指導すること

間） ができる。

②適切な語 子どもたちの学習状況にあっ 音楽の探究を促す隠喩的な語 音楽の探究を促す隠喩的な

彙、説明、 た適切な語彙に注意が払わ 彙や例話が適切な順番に紹介 語彙や例話が適切な順番に

例話 れ、簡潔な説明や例話が演じ され、子どもたちの学習を活 紹介され、子どもたちの学

られている。 性化させることができる。 習を活性化させることがで

きると同時に、このような

工夫の根拠となる論理と実

践の方法を他者に指導する

ことができる。

③歌詞の範 子どもたちが模倣することが 楽曲の特性をふまえながら、 楽曲の特性をふまえなが

読 可能な範読が演じられてい 歌唱表現の工夫にふさわしい ら、歌唱表現の工夫にふさ

る。 範読が演じられている。 わしい範読が演じられてい

ると同時に、このような工

夫の根拠となる論理と実践

の方法を他者に指導するこ

とができる。

④発問 子どもたちが音楽の探究を展 子どもたちの探究活動を呼び 子どもたちの探究活動を呼

開していくことができるよう 起こす発問群が準備され、子 び起こす発問群が準備さ

な問いかけや語りかけを行っ どもたちの学習状況に基づい れ、子どもたちの学習状況

ている。 て臨機に修正し、提示するこ に基づいて臨機に修正し、

とができる。 提示することができると同

時に、発問の教授学的な意

義を理解し、その特性と工

夫の方法を他者に指導する

ことができる。

⑤指示 子どもたちが誤認することの 子どもたちの注意を集中させ、 子どもたちの注意を集中さ

ない指示を的確に演じてい 学習課題に適した指示を明確 せ、学習課題に適した指示

る。 に演じている。 を明確に演じていると同時

に、指示の教授学的な意義

を理解し、その特性と工夫

の方法を他者に指導するこ

とができる。

⑥司会、助 子どもたちと相互に音楽を分 子どもたちの一人ひとりの発 子どもたちの一人ひとりの

言、応答 かち合うために、言葉による 言や音楽的表現を的確に把握 発言や音楽的表現を的確に

指導を展開している。 し、学習集団としての分かち 把握し、学習集団としての

合いが円滑に行われていくよ 分かち合いが円滑に行われ

うに司会や助言、応答を演じ ていくように司会や助言、

ている。 応答を演じていると同時

に、音楽によるコミュニケ

ーションの特性とその活性

化の方法を他者に指導する

ことができる。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

３）子どもた

ちへの対応

①身体的ジ 子どもたちと共に音楽の授業 子どもたちの学習状況を的確 子どもたちの学習状況を的

ェスチャ を過ごすために必要な身体的 に把握し、子どもたちが安心 確に把握し、子どもたちが

ー、表情 ジェスチャーや表情を工夫し して学習に参加することがで 安心して学習に参加するこ

ている。 きるような身体的ジェスチャ とができるような身体的ジ

ー（身振り）や表情を演じて ェスチャー（身振り）や表

いる。 情を演じていると同時に、

その意義や配慮と工夫を他

者に指導することができる。

②視線（ア 教室のすべての子どもたちに 子どもたちの注意力や集中力、 子どもたちの注意力や集中

イコンタ 視線（アイコンタクト）が向 安心感を呼び起こすような視 力、安心感を呼び起こすよ

クト） けられている。 線（アイコンタクト）を演じ うな視線（アイコンタクト）

ている。 を演じていると同時に、そ

の意義や配慮と工夫を他者

に指導することができる。

③教室内で すべての子どもたちが学習可 個々の学習形態に適した位置 個々の学習形態に適した位

の位置取 能な位置に立って授業を展開 に立ち、子どもたちとの分か 置に立ち、子どもたちとの

り している。 ち合いがスムーズに行われる 分かち合いがスムーズに行

ように配慮している。 われるように配慮している

と同時に、その意義や配慮

と工夫を他者に指導するこ

とができる。

④予想外の 受容的な態度で子どもの発言 子どもの考えの根拠を確認し、 子どもの考えの根拠を確認

子どもの や音楽的表現を受けとめてい 子どもの学習状況に適した説 し、子どもの学習状況に適

発言や音 る。 明や補足、修正、言い換えを した説明や補足、修正、言

楽的表現 臨機に行うことができる。 い換えを臨機に行うことが

への対応 できると同時に、子どもの

不安、動揺を納め、安全な

雰囲気作りへの対処を臨機

に行っている。

⑤ハプニン ハプニング（突発事故）に対 子どもの不安、動揺を納め、 子どもの不安、動揺を納め、

グ（突発 して冷静に立ち向かってい 安全な雰囲気作りへの対処を 安全な雰囲気作りへの対処

事故）へ る。 臨機に行っている。 を臨機に行っていると同時

の対応 に、子どもの不安、動揺を

納め、安全な雰囲気作りへ

の対処を臨機に行っている。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

２．教具の活用

1)板書
①内容 板書の計画や板書事項の工夫 子どもたちの学習活動に必要 子どもたちの学習活動に必

が適正に行われている。 とされる言語情報や楽譜が的 要とされる言語情報や楽譜

確に配置された板書内容を適 が的確に配置された板書内

正に提示している。 容を適正に提示していると

同時に、その工夫の方法を

他者に指導することができ

る。

②技能 板書事項と口頭による説明や 子どもたちの探究活動を触発 子どもたちの探究活動を触

音楽的表現を分けて実行して するような順序で、範唱や発 発するような順序で、範唱

いる。 話を伴いながら情報を提示し や発話を伴いながら情報を

ている。 提示していると同時に、そ

の工夫の方法を他者に指導

することができる。

２）教育機器

・資料

①教育機器 子どもたちが容易に情報を得 子どもたちの学習活動に必要 子どもたちの学習活動に必

の活用ス ることができるような伴奏楽 とされる伴奏楽器や音響機器、 要とされる伴奏楽器や音響

キル 器や音響機器、映像機器等が 映像機器等が選択され、子ど 機器、映像機器等が選択さ

選択され、スムーズに活用さ もたちの探究活動を触発する れ、子どもたちの探究活動

れている。 ような順序で活用されている。 を触発するような順序で活

用されていると同時に、そ

れらの意義と方法について

他者に指導することができ

る。

②資料の活 子どもたちが容易に情報を得 子どもたちの学習活動に必要 子どもたちの学習活動に必

用スキル ることができるような視聴覚 とされる視聴覚情報や言語情 要とされる視聴覚情報や言

情報や言語情報、楽譜等が選 報、楽譜等が選択され、子ど 語情報、楽譜等が選択され、

択され、スムーズに活用され もたちの探究活動を触発する 子どもたちの探究活動を触

ている。 ような順序で提供されている。 発するような順序で提供さ

れていると同時に、それら

の意義と方法について他者

に指導することができる。

３．学習者への 音楽に対する関心・意欲・態 学習指導過程立案において明 学習指導過程立案において

評価 度、音楽の美しさの感受と表 確化された評価の観点に基づ 明確化された評価の観点に

現の工夫、音楽の構造の知覚 いて、整合性のある評価活動 基づいて、整合性のある評

という観点から評価の内容を を実施している。 価活動を実施していると同

設定し、適切な方法で評価活 時に、子どもたちの学習状

動を行っている。 況に適した評価の内容と方

法を他者に指導することが

できる。
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観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

Ｃ．授業評価力（自分の授業や他者の授業の成果と課題を明らかにする能力群）

１．自分の授業 事前に構想された学習指導案 自分の授業を対象化し、音楽 自分の授業を対象化し、音

の構想と実践 と子どもたちの学びの実際に 科教育のカリキュラム理論や 楽科教育のカリキュラム理

に対する評価 基づいて、自分の実践した授 授業理論、子どもたちの学習 論や授業理論、子どもたち

業の成果と課題を論評するこ 状況、教材の特性、立案され の学習状況、教材の特性、

とができる。 た授業目標等に基づいて、反 立案された授業目標等に基

省的に分析し、成果と課題を づいて、反省的に分析し、

明確化することができる。 成果と課題を明確化するこ

とができると同時に、この

ような反省的な考察の方法

を他者に指導することがで

きる。

２．他者の授業 事前に構想された学習指導案 他者の授業を対象化し、音楽 他者の授業を対象化し、音

の構想と実践 と子どもたちの学びの実際に 科教育のカリキュラム理論や 楽科教育のカリキュラム理

に対する評価 基づいて、観察した授業に関 授業理論、子どもたちの学習 論や授業理論、子どもたち

する気づきや疑問点を言明す 状況、教材の特性、立案され の学習状況、教材の特性、

ることができる。 た授業目標等に基づいて、批 立案された授業目標等に基

判的に分析し、その成果と課 づいて、批判的に分析し、

題を共有することができる。 その成果と課題を共有する

ことができると同時に、こ

のような批判的な考察と共

有の方法を他者に指導する

ことができる。


